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事業所統計調査

が実施されます

7月1日現在

　
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ

せ
い
に
”
事
業
所
統
計
調
査
”
が

行
わ
れ
ま
す
．

　
こ
の
調
査
は
、
我
が
国
の
す
べ

て
の
事
業
所
を
対
象
と
す
る
国
の

最
も
基
本
的
な
統
計
調
査
の
一
つ

で
す
。

　
事
業
所
と
は
、
人
が
賃
金
や
報

酬
を
得
て
働
い
て
い
る
場
所
の
こ

と
で
、
店
舗
や
営
業
所
、
工
場
、

官
公
庁
、
病
院
、
学
校
の
ほ
か
、

神
社
、
寺
院
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
今
回
で
十
四
回

め
に
あ
た
り
、
こ
こ
か
ら
得
ら
れ

た
統
計
は
、
我
が
国
の
産
業
の
見

取
図
と
し
て
、
国
や
都
道
府
県
、

市
区
町
政
の
行
政
施
策
の
立
案
に

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

讐辮

僻

7
月
－
日

　
　
　
事
業
所
統
計
調
査

器
鱗
嘩

”
青
い
鳥
ハ
ガ
キ
”

を
差
し
上
げ
ま
す
。

“
頭
ジ
ラ
ミ
”
発
生

　
あ
な
た
の
子
供
は

　
　
大
丈
夫
で
す
か
！

　
今
年
の
冬
は
長
く
日
照
り
も
少

な
か
っ
た
せ
い
か
、
町
内
に
頭
ジ

ラ
ミ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
の

シ
ラ
ミ
は
頭
に
だ
け
寄
生
す
る
も

の
で
、
日
光
消
毒
と
洗
髪
、
衣
服

の
洗
濯
を
常
に
心
が
け
れ
ば
予
防

も
駆
除
も
で
き
ま
す
。
天
気
の
良

い
日
に
は
布
団
、
畳
の
日
光
消
毒

と
家
屋
内
の
清
掃
に
努
め
ま
し
ょ

う
。
　
　
　
　
　
保
健
衛
生
係

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
　
「
よ
ね
や
ま
の
里
」

四
月
一
日
よ
り
開
設

　
社
会
福
祉
法
人
「
よ
ね
や
ま
の

里
」
が
四
月
一
日
か
ら
開
園
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
皆
様
方
か
ら
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
り
ま
す
目
標
額

二
、
五
〇
〇
万
円
の
浄
財
が
集
ま

り
、
施
設
運
営
資
金
と
し
て
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
つ

い
て
厚
く
お
礼
申
上
げ
ま
す
。

　
「
よ
ね
や
ま
の
里
」
は
、
上
越

地
域
全
体
の
施
設
で
す
の
で
多
く

の
方
々
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。

　
上
越
地
域
心
身
障
害
者
福
祉
施

設
設
置
促
進
協
議
会
長

　
　
　
　
　
　
　
広
瀬
　
光
雄

五
月
の
飛
び
石
連
休
を

う
め
る
休
日
が

　
　
　
で
き
ま
し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
六
歳
以
上
の
方

．
で
一
、
二
級
の
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
を
対
象
と
し
て
、
青
い
鳥
ハ

ガ
キ
を
二
〇
枚
無
料
で
差
し
上
げ

る
事
と
な
り
ま
し
た
。

　
ご
希
望
の
方
が
あ
り
ま
し
た
ら

郵
便
局
の
窓
口
に
申
し
出
て
下
さ

い
。

　
期
間
は
、
四
月
一
日
～
五
月
三

十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
が
一
日
ふ
え
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
と
は
い
っ
て
も
二
つ

の
条
件
が
つ
い
て
い
ま
す
。
ま
ず

前
日
と
翌
日
が
「
国
民
の
祝
日
」

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
現
在
日
本
で
は
、
五
月
四
日
だ

け
が
そ
の
日
に
当
た
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
日
が
日
曜
日
や
振
替
休

日
の
時
に
は
休
日
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
「
な
～
ん
だ
」
と
思
わ
れ
る
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
飛
び
石
連
休
の
間
を
う
め

る
う
れ
し
い
改
正
に
は
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。

　
今
年
は
五
月
四
日
が
日
曜
日
、

来
年
は
振
替
休
日
と
な
り
、
残
念

な
が
ら
こ
の
改
正
の
恩
恵
を
う
け

る
の
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
楽
し
み
は
、
ち
ょ
っ
と
先
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
到
㌧

　
　
　
　
　
　
　
　
煮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

　
　
　
　
　
　
　
　
，
引
誕

　
　
　
　
　
　
　
　
∩
書

聾 〈
詰
碁
正
解
〉
　
白
1
の
ツ
ケ
か
起
手
。

黒
2
の
時
、
白
3
の
オ
キ
か
手
筋
で

続
く
5
と
の
連
係
ブ
レ
ー
で
決
ま
る
。

5
3

　
　
　
三
　
　
韮
二
一

隅
華
力
」

▽
五
月
二
十
日
（
火
）

○
午
前
九
時
～
午
後
O
時
三
十
分
。

○
松
之
山
の
一
部
・
兎
口
・
湯
山

　
湯
本
・
上
湯
・
中
坪
・
天
水
島

　
の
全
部

　
雪
も
段
々
少
な
く
な
り
、
土
の

面
積
が
日
ま
し
に
広
く
な
っ
て
行

く
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。　

広
報
担
当
係
で
は
、
皆
さ
ん
か

ら
の
話
題
や
投
稿
、
お
知
ら
せ
な

ど
を
広
く
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　
ど
ん
な
身
近
な
出
来
事
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
電
話
で
の
一
報
心

よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
（
A
）

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
5
月
号

コ
発
行
／
松
之
山
町
費
㈲
3
1
3
1
□
毎
月
1
回
m
日
発
行
臼
編
集
／
議
会
事
務
局
・
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まつのやま（2）

6月
　　23日（月）～28日（土）

受
け
て
安
心

ふ
せ
ご
う

成
人
病
！

　
町
の
総
合
検
診
が
六
月
二
十
三

日
（
月
）
か
ら
二
十
七
日
（
金
）

ま
で
行
わ
れ
ま
す
。
　
（
た
だ
し
、

胃
集
団
検
診
は
二
十
八
日
も
実
施
）

　
検
診
内
容
が
一
層
充
実
さ
れ
て

お
り
ま
す
の
で
、
該
当
さ
れ
る
方

は
全
貝
受
診
さ
れ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
自
分
の
健
康
は
自
分
で

守
る
、
年
｝
回
の
総
合
検
診
で
す

か
ら
都
合
の
良
い
日
を
見
つ
け
て

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
さ
て
、
成
人
病
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

　
ガ
ン
・
脳
卒
中
・
心
臓
病
・
高

血
圧
症
・
糖
尿
病
と
い
う
の
が
、

そ
の
代
表
的
な
も
の
で
す
。

　
現
代
は
．
成
人
病
の
時
代
”
と

い
わ
れ
ま
す
。
四
卜
歳
を
過
ぎ
れ

ば
、
こ
れ
ら
の
病
気
と
隣
り
合
わ

せ
で
腰
か
け
て
い
る
よ
う
な
感
じ

去年の検診風景

ガン予防の12力条
　　　　（国立ガンセンター

と
い
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
な
か
で
も
”
三
大
成
人
病
”
と
い

わ
れ
る
三
悪
ト
リ
オ
の
死
亡
率
を

み
て
み
ま
す
と
、
近
年
、
脳
卒
中

の
死
亡
率
が
減
少
の
傾
向
に
あ
る

の
に
対
し
て
、
心
臓
病
は
増
加
の

カ
ー
ブ
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
五
十
九
年
の
統
計
で
は
、

①
ガ
ン
②
脳
、
芋
中
③
心
臓
病
の
順

位
で
し
た
が
、
昭
和
六
十
年
に
は
、

こ
位
と
三
位
が
逆
転
し
心
臓
病
が

二
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
松
之
山
町
に
お
け
る
ガ

ン
死
亡
の
実
態
は
と
い
い
ま
す
と
、

単
純
に
い
っ
て
死
亡
さ
れ
た
方
の

四
人
に
｝
人
は
何
ら
か
の
ガ
ン
が

原
因
で
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
．

こ
れ
は
、
ガ
ン
死
亡
に
お
け
る
全

国
平
均
と
ピ
ッ
タ
リ
｝
致
し
て
い

る
の
で
す
．

　
松
之
山
で
は
、
五
十
七
・
五
十

八
．
五
十
九
年
の
三
年
間
で
｝
六

六
人
の
方
が
死
亡
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
そ
の
内
の
四
十
二
人
の
方

が
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
者
で
す
。
率

に
す
る
と
二
五
・
三
％
と
な
り
ま

す
．　

四
十
二
人
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、

胃
ガ
ン
十
九
人
・
大
腸
ガ
ン
六
人
●

肺
ガ
ン
四
人
・
胆
の
う
、
肝
ぞ
う

ガ
ン
四
人
・
食
道
ガ
ン
ニ
人
・
そ

の
他
の
ガ
ン
七
人
と
な
っ
て
い
ま

①偏食しないでバランスのとれた栄養をと

　る。

②同じ食品を繰り返して食べない。

③食べ過ぎを避け脂肪をとりすぎない．

④深酒をしない．

⑤喫煙は少なくする．

⑥適量のビタミンA・C・Eと繊維質のも

　のを多くとる。

⑦塩辛いものを多量に食べない。あまり熱

　いものはとらない。

⑧ひどく焦げた部分は食べない。

⑨カビの生えたものは食べない。

⑩過度に日光に当たらない．

⑪過労を避ける。

⑫体を清潔にする。

（3）まつのやま

昭和61年

す
。

　
胃
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ほ
と
ん
ど
は
、
胃
集
団
検
診
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
カ
ン
は
け
っ
し
て
治
ら
な
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見

が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
す
。
町

衛
生
係
で
は
、
総
合
検
診
の
と
き

は
循
環
器
検
診
だ
け
で
な
く
、
胃
●

肺
．
子
宮
ガ
ン
検
診
も
『
緒
に
受

診
さ
れ
る
よ
う
強
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
受
け
ら
れ

た
事
の
な
い
方
も
、
今
年
か
ら
是

非
受
け
て
下
さ
い
。
自
覚
症
状
が

出
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
は
、
十

月
頃
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
表
に
昨
年
の
部
落
別
受
診
率
が

出
て
い
ま
す
が
、
各
部
落
に
よ
っ

て
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
ま
す
。
受

診
率
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
．

　
況

　
状

　
の

　
亡

　
死

　
ン

　
ガ

　
の

　
町1、

2、町における全死亡に占めるガン死亡の割合

25．0％22．7％19．7％18．3％

　原因
年

ガ　　ン

死　亡

脳卒中

死　亡

42 19人 23人

45 17人 21人

50 13人 24人

55 15人 16人

58 17人 12人

59 10人 9人

60 16人 14人

日召60年日召55年昭50年日召45年

昭和60年部落別受診率表3、

75r

松　　兎　光　新　7k　／1　沃 一1 4　　　菖　　　箆　　　　’巳一

50

25

下
蝦
池

上
蝦
池

東

ノll

中
尾

藤
倉

天
水
島

天
水
越

湯
本

湯
山

．と

川

手

干
川
手

大
荒
戸

ノ」・

谷
水
梨

新

山問口

松
之
山

旭　　塒　　眉　　’毛　　川　　旭　　旭

五　坪　　沽響　宙　藍　　由　斬　　し　・ 由

75

50

25

香
ガ
ン
検
診

圃
粟
団
検
診

循
環
器
検
診

黒
倉

西
之
前

北
浦
田

豊
田

坂
中

月
池

田
麦
立

中
立
山

湯
之
島

上
の
山

新
田

曽
根

藤
原

東
山

赤

倉
坪
野

辛
子
平
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　のを多くとる。

⑦塩辛いものを多量に食べない。あまり熱

　いものはとらない。

⑧ひどく焦げた部分は食べない。

⑨カビの生えたものは食べない。

⑩過度に日光に当たらない．

⑪過労を避ける。

⑫体を清潔にする。

（3）まつのやま

昭和61年

す
。

　
胃
ガ
ン
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の

ほ
と
ん
ど
は
、
胃
集
団
検
診
を
受

け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
カ
ン
は
け
っ
し
て
治
ら
な
い
病

気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
早
期
発
見

が
何
よ
り
も
大
切
な
の
で
す
。
町

衛
生
係
で
は
、
総
合
検
診
の
と
き

は
循
環
器
検
診
だ
け
で
な
く
、
胃
●

肺
．
子
宮
ガ
ン
検
診
も
『
緒
に
受

診
さ
れ
る
よ
う
強
く
呼
び
か
け
て

い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
受
け
ら
れ

た
事
の
な
い
方
も
、
今
年
か
ら
是

非
受
け
て
下
さ
い
。
自
覚
症
状
が

出
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

　
乳
ガ
ン
検
診
に
つ
い
て
は
、
十

月
頃
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　
表
に
昨
年
の
部
落
別
受
診
率
が

出
て
い
ま
す
が
、
各
部
落
に
よ
っ

て
バ
ラ
ツ
キ
が
み
ら
れ
ま
す
。
受

診
率
の
向
上
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
．

　
況

　
状

　
の

　
亡

　
死

　
ン

　
ガ

　
の

　
町1、

2、町における全死亡に占めるガン死亡の割合

25．0％22．7％19．7％18．3％

　原因
年

ガ　　ン

死　亡

脳卒中

死　亡

42 19人 23人

45 17人 21人

50 13人 24人

55 15人 16人

58 17人 12人

59 10人 9人

60 16人 14人

日召60年日召55年昭50年日召45年

昭和60年部落別受診率表3、

75r

松　　兎　光　新　7k　／1　沃 一1 4　　　菖　　　箆　　　　’巳一
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25
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池
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中
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藤
倉

天
水
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天
水
越

湯
本

湯
山

．と

川

手

干
川
手

大
荒
戸

ノ」・

谷
水
梨

新

山問口

松
之
山

旭　　塒　　眉　　’毛　　川　　旭　　旭

五　坪　　沽響　宙　藍　　由　斬　　し　・ 由

75

50

25

香
ガ
ン
検
診

圃
粟
団
検
診

循
環
器
検
診

黒
倉

西
之
前

北
浦
田

豊
田

坂
中

月
池

田
麦
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中
立
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湯
之
島

上
の
山

新
田

曽
根

藤
原

東
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赤

倉
坪
野

辛
子
平



（5）まつのやま

松之山町

総合計画『基本構想』

松之山の観光特産品

ず
侮

なつ町条的ど福生ど又実又き諸れ山年を基
さて民件・の祉活い’施こた施を町度チュ無本
れほのに経整施環く追でのo策町総を準構

間
、
計
画
し
た
が

き
な
か
っ
た
も
の

加
さ
れ
た
も
の
な

つ
か
あ
る
も
の
の

境
施
設
・
教
育
・

設
・
観
光
施
設
な

備
が
進
み
、
自
然

済
的
・
社
会
的
悪

も
か
か
わ
ら
ず
、

理
解
と
協
力
に
よ

ぼ
計
面
の
達
成
が

た
と
い
え
る
。

「
住
み
よ
い
郷
土
の

　
　
　
　
　
　
建
設
を
め
ざ
し
て
」

　
三
月
の
臨
時
議
会
で
、
第
二
次
　
▽
総
合
計
画
策
定
の
趣
旨

総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
　
　
本
町
で
は
、
昭
和
五
十
㎜
年
度

そ
の
基
本
構
想
を
紹
介
し
ま
す
．
　
　
に
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

　
こ
の
基
本
構
想
に
沿
っ
て
、
三
　
　
た
め
に
「
住
み
よ
い
郷
土
の
建
設

年
ご
と
に
実
施
計
画
が
策
定
さ
れ
　
　
を
め
ざ
し
て
」
を
、
目
標
テ
ー
マ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
す
で
に
、
　
　
に
か
か
げ
て
基
本
構
想
を
策
定
し

初
年
度
の
計
画
が
議
会
で
可
決
さ
　
　
た
。

れ
、
予
算
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
こ
の
基
本
構
想
は
、
昭
和
五
卜

”
第
二
次
総
合
計
画
と
は
”
　
　
　
　
一
年
度
を
基
準
年
度
と
し
て
、
昭

昭
和
六
十
　
年
よ
り
七
十
年
ま
で
　
　
和
六
十
年
度
を
目
標
年
次
と
し
た

の
十
年
間
に
つ
い
て
、
新
し
い
町
　
　
　
「
松
之
山
町
総
合
計
画
」
を
策
定

づ
く
り
、
よ
り
よ
い
町
づ
く
り
を
　
　
し
、
こ
れ
を
町
政
の
基
本
的
指
針

す
る
た
め
の
計
画
で
す
。
　
　
　
　
　
と
し
て
諸
施
策
の
遂
行
に
努
め
て

し持経　予壌的が市体　しをを達増ビ，　て人徒生つ回の五口日なる
’つ営町想境生進と系今て果は0）え故近い口数数づり1 i 1一は0）か過し
地特開のさも産歩のと後いたじ意つ郷年るのののい’標一’国つ疎か
域殊拓今れ大がし連高のるしめ欲つに　’o老減減て過人年四勢たかし
お性の後るきな　’絡度社Qて　’的あ戻過　齢少かい疎口に　’調oビ，

は
、
施
設
投
資
か
ら

時
代
に
人
り
、
町
の

を
ア
イ
デ
ア
に
生
か

こ
し
、
む
ら
お
こ
し

会
構
造
は
高
速
交
通

情
報
化
が
進
み
、
都

が
緊
密
と
な
り
科
学

生
物
・
植
物
の
化
学

さ
れ
、
農
村
の
生
活

く
変
化
す
る
こ
と
が

密
気
味
の
大
都
市
か

る
U
タ
ー
ン
蹴
”
年
が

る
．
こ
う
し
た
δ
年

な
生
産
活
動
が
地
域

町
の
先
駆
的
な
役
割

く
れ
る
こ
と
を
期
待

▽
計
画
の
性
格

一
、
本
計
画
は
、
過
疎
防
止
の
た

　
め
、
産
業
の
振
興
、
ビ
ユ
ー
テ

　
フ
ル
ふ
る
里
事
業
等
地
域
お
こ

し
、
む
ら
お
こ
し
を
推
進
し
、

　
克
雪
対
策
の
確
立
に
よ
っ
て
住

　
民
が
安
心
し
て
住
め
る
体
制
と

　
若
い
労
働
力
の
定
着
に
最
大
の

　
力
点
を
お
く
．

、
一
、
本
計
画
は
、
私
た
ち
の
町
の

　
将
来
像
を
構
想
し
て
、
こ
れ
に

　
至
る
道
筋
を
、
小
す
も
の
で
あ
り

．
行
財
政
運
営
の
指
針
と
な
る
も

　
の
で
あ
る
。
従
っ
て
広
く
住
民

　
の
合
意
の
う
え
に
策
定
さ
れ
る

　
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
行
政

　
は
主
権
在
民
の
も
と
法
律
に
基

　
き
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

　
法
律
を
越
え
る
も
の
で
は
な
い

本
計
画
の
課
題
で
あ

の
脱
却
は
達
成
で
き

昭
和
六
レ
年
十
月
一

査
に
ょ
る
町
の
総
人

三
四
五
人
と
な
り
、

計
画
し
た
六
十
年
度

五
、
O
O
O
人
を
下

の
進
行
は
現
在
な
お

る
。
と
り
わ
け
、
出

ら
園
児
・
児
童
・
生

、
農
業
後
継
者
難
、

化
等
問
題
を
提
起
し

に
よ
っ
て
過
疎
に
歯
止
め
を
か
け
．

恵
ま
れ
た
美
し
い
大
白
然
を
活
用

し
な
が
ら
町
づ
く
り
を
展
望
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策

の
基
本
的
方
向
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ま
ま
で
の
総
合
計
画
の
基
本

精
神
と
策
定
以
来
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
新
し

い
総
合
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

まつのやま（4）

ガンの危険信号8力条
（日本対ガン協会）

ガンは無症状のうちに芽ばえます。

とくに胃・子宮・乳房・肺などは、

年1回検診を受けて安心しましょう。

次のような症状があったら、直ち

に専門医に診てもらいましょう。

①胃…胃の具合がわるく、食欲がな

　く、好みが変わったりしないか。
②子宮…おりものや、不正出血はな

　いか。
③乳房…乳房の中にシコリはないか。

④食道…のみこむときに、つかえる

　ことはないか。

⑤小腸・直腸…便に、血や粘液がま

　じったりしないカ・。

⑥肺…咳が続いたり、疲に血がまじ

　ったりしないか。
⑦喉頭…声がかすれたりしないか。

⑧舌・皮膚…治りにくい潰瘍はない

　か。

⑨腎臓・膀胱・前立線…尿の出がわ

　るかったり、血がまじったりし

　ないか。

今年の総合検診内容
対象者及び検診内容 料　　金

40歳以上及び出稼ぎ者 一次検診

（ただし、事業所内で受診した者 無　料
は受診しなくて良い）

二次検診
一次検診→検尿・血圧・総コ

循環器検診 500円
レステロール・肝

機能検査 （但し、出稼

共助会加入

（GOT．GPT） 者は200円）

二次検診→心電図・眼底検査

40歳以上全員を対象とする
胃集団検診 800円

毎年一回は必らず受けよう。

30歳以上の女性全員を対象と

する。

子宮ガン検診 500円
※まだ受けたことのない人は

是非受けよう。

40歳以上

肺ガン検診 タバコをたくさん吸う人は毎 800円
年受けましょう。

希望する人

乳ガン検診 （後日希望者をとりまとめます） 500円
秋10月頃の予定です

イ

心電図の検査風景

（人）

140

120一・

100一

80一

国におけるガン死亡の推移

　人口10万対の死亡率

！　　1　 i　　l　 1’　「　　1　　！一　ギ

253035404550555758（年〉

　
こ
の
十
年
問
で
、
年
間
四
、
O

O
O
人
を
越
え
る
超
ス
ピ
ー
ド
で

増
加
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
八
年

に
は
約
一
七
万
六
、
O
O
O
人
が

ガ
ン
で
死
亡
し
て
い
る
．

　
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
重
要

な
位
置
に
あ
る
、
働
き
盛
り
の
年

齢
層
か
ら
高
齢
層
に
か
け
て
の
各

階
層
（
三
十
五
～
七
十
四
歳
）
に

お
い
て
、
死
亡
順
位
が
第
一
位
と

な
っ
て
い
る
点
が
重
要
な
点
で
あ

る
。

1
卜
』
ー
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し
い
大
白
然
を
活
用

し
な
が
ら
町
づ
く
り
を
展
望
し
、

そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
諸
施
策

の
基
本
的
方
向
を
明
ら
か
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
い
ま
ま
で
の
総
合
計
画
の
基
本

精
神
と
策
定
以
来
、
現
在
に
至
る

ま
で
の
成
果
を
引
き
継
ぎ
、
新
し

い
総
合
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

まつのやま（4）

ガンの危険信号8力条
（日本対ガン協会）

ガンは無症状のうちに芽ばえます。

とくに胃・子宮・乳房・肺などは、

年1回検診を受けて安心しましょう。

次のような症状があったら、直ち

に専門医に診てもらいましょう。

①胃…胃の具合がわるく、食欲がな

　く、好みが変わったりしないか。
②子宮…おりものや、不正出血はな

　いか。
③乳房…乳房の中にシコリはないか。

④食道…のみこむときに、つかえる

　ことはないか。

⑤小腸・直腸…便に、血や粘液がま

　じったりしないカ・。

⑥肺…咳が続いたり、疲に血がまじ

　ったりしないか。
⑦喉頭…声がかすれたりしないか。

⑧舌・皮膚…治りにくい潰瘍はない

　か。

⑨腎臓・膀胱・前立線…尿の出がわ

　るかったり、血がまじったりし

　ないか。

今年の総合検診内容
対象者及び検診内容 料　　金

40歳以上及び出稼ぎ者 一次検診

（ただし、事業所内で受診した者 無　料
は受診しなくて良い）

二次検診
一次検診→検尿・血圧・総コ

循環器検診 500円
レステロール・肝

機能検査 （但し、出稼

共助会加入

（GOT．GPT） 者は200円）

二次検診→心電図・眼底検査

40歳以上全員を対象とする
胃集団検診 800円

毎年一回は必らず受けよう。

30歳以上の女性全員を対象と

する。

子宮ガン検診 500円
※まだ受けたことのない人は

是非受けよう。

40歳以上

肺ガン検診 タバコをたくさん吸う人は毎 800円
年受けましょう。

希望する人

乳ガン検診 （後日希望者をとりまとめます） 500円
秋10月頃の予定です

イ

心電図の検査風景

（人）

140

120一・

100一

80一

国におけるガン死亡の推移

　人口10万対の死亡率

！　　1　 i　　l　 1’　「　　1　　！一　ギ

253035404550555758（年〉

　
こ
の
十
年
問
で
、
年
間
四
、
O

O
O
人
を
越
え
る
超
ス
ピ
ー
ド
で

増
加
し
て
い
る
。
昭
和
五
十
八
年

に
は
約
一
七
万
六
、
O
O
O
人
が

ガ
ン
で
死
亡
し
て
い
る
．

　
社
会
的
に
も
家
庭
的
に
も
重
要

な
位
置
に
あ
る
、
働
き
盛
り
の
年

齢
層
か
ら
高
齢
層
に
か
け
て
の
各

階
層
（
三
十
五
～
七
十
四
歳
）
に

お
い
て
、
死
亡
順
位
が
第
一
位
と

な
っ
て
い
る
点
が
重
要
な
点
で
あ

る
。

1
卜
』
ー
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こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
情
勢

の
激
し
く
変
動
す
る
現
代
に
お

い
て
は
、
け
っ
し
て
固
｛
疋
的
な

も
の
に
し
て
お
く
こ
と
な
く
、

変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
見
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。

▽
計
画
の
構
成

　
こ
の
計
画
は
、
　
「
基
本
構
想
」

　
「
基
本
計
画
」
及
び
「
実
施
計

　
画
」
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
基
本
構
想
は
、
町
の
将
来
像

　
を
え
が
き
、
こ
れ
に
到
達
す
る

　
施
策
の
大
綱
を
示
す
も
の
で
あ

　
り
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
に
し

　
た
計
画
で
あ
る
。

二
、
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に

＼
軸
濯
”
鯛

　
＼
、
町
↑
機
僧
義

＼
、
ぎ
避
鰍
，
ヤ
噸

　
基
き
、
各
部
門
猶
、
）
と
の
現
状
と

　
課
題
と
を
明
ら
か
に
し
、
基
本

　
施
策
と
根
幹
事
業
及
び
財
政
計

　
画
か
ら
な
る
、
昭
和
六
十
五
年

　
ま
で
の
中
問
、
及
び
七
十
年
の

　
整
備
目
標
で
あ
る
。

三
、
実
施
計
画
は
、
基
本
施
策
を

　
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
年

　
次
別
の
具
体
的
な
事
業
計
画
と

　
財
源
を
示
し
、
町
の
年
度
予
算

　
の
指
針
と
な
る
も
の
、
、
て
あ
る
。

　
三
年
転
、
〕
と
の
計
画
と
す
る
。

▽
計
画
の
期
問

　
本
計
画
の
期
間
は
、
昭
和
六
十

一
年
を
基
準
年
度
と
し
、
昭
和
七

十
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
十
ケ

年
で
あ
る
．

藤

最大の課題

　　克雪・利雪

悪徳商法に
　　　ご用心！

あなたも狙われている

　
お
年
寄
り
も
若
者
も
、

・
、
王
婦
そ
し
て
働
き
盛
り
の

主
人
も
、
悪
徳
商
法
は
狙

っ
て
い
ま
す
．

　
悪
質
な
訪
聞
販
売
な
ど

の
代
表
的
な
手
口
に
は
、

”
催
眠
商
法
”
と
い
わ
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
日
用
品
な
ど
を
集

ま
っ
た
人
達
に
無
料
で
配

り
安
心
を
さ
せ
て
か
ら
、

最
後
に
高
額
な
商
品
（
羽

ぶ
と
ん
・
健
康
器
具
等
）

を
売
り
つ
け
る
も
の
、
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
　
“
か
た
り

商
法
”
と
い
っ
て
、
消
防

署
、
郵
便
局
、
電
気
会
社

な
ど
か
ら
来
た
よ
う
に
装

い
、
消
火
器
な
ど
を
買
わ

せ
る
も
の
。

　
ま
『
た
、
い
わ
ゆ
る
押
し
売
り
が

あ
り
ま
す
。
呉
服
・
反
物
・
洋
服
・

時
計
な
ど
、
言
葉
た
く
み
に
売
り

つ
け
、
日
、
取
後
は
“
お
ど
し
”
ま
で

し
て
買
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
で
も
、
　
「
高
い
消
火
器

を
買
わ
さ
れ
た
一
と
い
う
話
を
何

回
か
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

消
火
器
自
体
は
使
え
る
の
で
す
か

ら
良
い
の
で
す
が
、
安
く
て
品
質

の
良
い
消
火
器
が
あ
る
の
で
す
か

ら
役
場
な
り
地
．
兀
の
消
防
団
貝
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
や
分
遣
所
か
ら
直
接
消
火

器
を
売
り
に
行
く
よ
う
な
事
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
．

　
う
ま
い
話
に
は
落
し
穴
が
あ
る

も
の
で
す
。
と
に
か
く
、
訪
問
販

売
に
は
ト
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

話
が
こ
じ
れ
て
来
た
ら
警
察
に
電

話
す
る
く
ら
い
の
勢
気
が
必
要
で

す
．　

買
う
前
に
隔
、
一
翻
談
を
！

オ
ハ
コ葱

Σ

諺

交
通
事
故
の
ご
相
談
は

　
　
ぢ
気
軽
に
ど
う
ぞ

密‘・∵謬

無
料
で
ご
相
談
に

　
応
じ
て
お
り
ま
す
。

▽
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
午
後
四
時
四
十
分
（
平
日
）

▽
土
曜
日
は
正
午
ま
で

▽
顯
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

　
て
熟
、
』
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

◎
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

　
新
潟
自
動
庫
保
険
請
求
相
談
セ

　
ン
タ
ー

◎
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八

　
二
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル

　
五
階
　
新
潟
調
査
事
務
所
内

智
〇
二
五
二
ー
二
五
ー
一
八
．
五
一

　　／

執／1
『豪雪対策基金』への謝一

善意ありがとうございました。

　
豪
嘗
対
策
基
金
の
募
金
を
始
め

て
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

今
ま
で
に
、
本
当
に
多
く
の
方
々

か
ら
暖
か
い
募
金
を
し
て
い
た
だ

き
、
一
般
か
ら
の
目
標
金
額
（
二

千
五
百
万
円
）
の
約
八
O
％
に
達

し
ま
し
た
．

　
大
変
あ
り
が
と
う
、
、
一
ざ
い
ま
し

た
。　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
善
意
に
対
し
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
目
標
額
達
成
ま

で
引
き
つ
、
づ
き
恥
、
）
協
力
下
さ
る
事

を
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

豪
雨
ヨ
対
策
基
金

　
　
　
　
（
一
口
は
一
万
円
）

◇
県
外

　
二
口

末
　
　
清
文
東
京
都
世
田
谷
区
）

　
一
口

小
口
　
和
平
（
埼
．
玉
県
川
口
市
）

稜
野
智
恵
美
（
神
奈
川
県
中
郡
）

　
増
額
　
…
口
（
一
年
間
の
み
）

吉
池
　
（
束
京
）

◇
県
内

　
レ
ロ

大
岩
機
器
工
業
所
上
越
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
）

　
一
口

若
井
　
彌
一
（
上
越
市
）

　
．
五
口
（
一
年
間
の
み
）

束
條
　
　
保
（
上
越
市
）

　
三
口
二
年
間
の
み
）

小
堺
陽
七
郎
（
松
代
）

◇
町
内

　
二
口

保
坂
　
音
吉
（
松
之
山
）

　
十
口
（
】
年
間
の
み
）

志
賀
　
雅
雄
（
三
桶
）

　
五
口
（
一
年
間
の
み
）

佐
藤
　
利
幸
（
天
水
越
）

　
二
口
（
一
年
間
の
み
）

高
波
　
悟
・
孝
子
（
松
口
）

　
増
額
　
十
口
（
一
年
間
の
み
）

第
四
銀
行

　
〃
　
　
七
口
二
年
間
の
み
）

平
原
　
栄
二
他
六
名
（
町
校
長
会
）

　
〃
　
　
三
口
（
一
年
問
の
み
）

樋
熊
　
琢
成
（
松
之
山
）

　ρ1　駕一

証’．天＼＼
　》奮愈』．，一＼

護ヲ論〆

住
民
票
や
附
票
の

　
　
　
　
　
講
求
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す

「
山
ハ
月

日
か
ら
改
正
」

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な

ど
の
た
め
、
六
月
か
ら
住
民
票
の

閲
覧
、
写
し
の
交
付
講
求
手
続
、

交
付
さ
れ
る
住
民
票
の
内
容
が
一

部
改
、
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
住

民
基
本
台
帳
法
改
正
に
と
も
な
う

も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
．

▽
住
民
票
の
交
付
請
求

○
本
人
・
家
族
以
外
の
人
の
交
付

　
請
求
に
は
、
そ
の
請
求
事
由
を

　
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
。

○
交
付
に
は
、
本
人
の
署
名
・
押

　
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
印

　
カ
ン
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

○
人
か
ら
頼
ま
れ
て
請
求
（
代
理
〉

　
に
来
ら
れ
る
と
き
も
、
請
求
者

　
本
人
の
印
カ
ン
が
必
要
で
す
。

○
交
付
さ
れ
る
住
民
票
の
内
容
も
、

　
住
所
　
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

　
日
の
四
項
目
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
に
申
し
出
が

　
あ
り
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場

　
合
は
、
今
ま
で
と
同
じ
内
容

　
の
住
民
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
（
運
転
免
許
証
関
係
は
今
ま

　
で
の
も
の
が
必
要
で
す
）

▽
住
民
票
の
閲
覧
請
求

○
本
人
・
家
族
以
外
の
閲
覧
は

　
そ
の
請
本
事
由
を
明
確
に
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
閲
覧
は
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

　
生
年
月
日
の
四
項
目
と
な
り

ま
す
。

▽
戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
・
住
民

　
票
の
除
票
の
交
付
は
出
来
な

　
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
戸

　
籍
の
窓
口
で
お
聞
き
下
さ
い
。

　
費
六
ー
三
一
三
一
内
線
三
七
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こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
情
勢

の
激
し
く
変
動
す
る
現
代
に
お

い
て
は
、
け
っ
し
て
固
｛
疋
的
な

も
の
に
し
て
お
く
こ
と
な
く
、

変
化
に
的
確
に
対
応
で
き
る
よ

う
見
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
。

▽
計
画
の
構
成

　
こ
の
計
画
は
、
　
「
基
本
構
想
」

　
「
基
本
計
画
」
及
び
「
実
施
計

　
画
」
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
基
本
構
想
は
、
町
の
将
来
像

　
を
え
が
き
、
こ
れ
に
到
達
す
る

　
施
策
の
大
綱
を
示
す
も
の
で
あ

　
り
、
昭
和
七
十
年
を
目
標
に
し

　
た
計
画
で
あ
る
。

二
、
基
本
計
画
は
、
基
本
構
想
に

＼
軸
濯
”
鯛

　
＼
、
町
↑
機
僧
義

＼
、
ぎ
避
鰍
，
ヤ
噸

　
基
き
、
各
部
門
猶
、
）
と
の
現
状
と

　
課
題
と
を
明
ら
か
に
し
、
基
本

　
施
策
と
根
幹
事
業
及
び
財
政
計

　
画
か
ら
な
る
、
昭
和
六
十
五
年

　
ま
で
の
中
問
、
及
び
七
十
年
の

　
整
備
目
標
で
あ
る
。

三
、
実
施
計
画
は
、
基
本
施
策
を

　
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
の
年

　
次
別
の
具
体
的
な
事
業
計
画
と

　
財
源
を
示
し
、
町
の
年
度
予
算

　
の
指
針
と
な
る
も
の
、
、
て
あ
る
。

　
三
年
転
、
〕
と
の
計
画
と
す
る
。

▽
計
画
の
期
問

　
本
計
画
の
期
間
は
、
昭
和
六
十

一
年
を
基
準
年
度
と
し
、
昭
和
七

十
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る
十
ケ

年
で
あ
る
．

藤

最大の課題

　　克雪・利雪

悪徳商法に
　　　ご用心！

あなたも狙われている

　
お
年
寄
り
も
若
者
も
、

・
、
王
婦
そ
し
て
働
き
盛
り
の

主
人
も
、
悪
徳
商
法
は
狙

っ
て
い
ま
す
．

　
悪
質
な
訪
聞
販
売
な
ど

の
代
表
的
な
手
口
に
は
、

”
催
眠
商
法
”
と
い
わ
れ

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
日
用
品
な
ど
を
集

ま
っ
た
人
達
に
無
料
で
配

り
安
心
を
さ
せ
て
か
ら
、

最
後
に
高
額
な
商
品
（
羽

ぶ
と
ん
・
健
康
器
具
等
）

を
売
り
つ
け
る
も
の
、
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
　
“
か
た
り

商
法
”
と
い
っ
て
、
消
防

署
、
郵
便
局
、
電
気
会
社

な
ど
か
ら
来
た
よ
う
に
装

い
、
消
火
器
な
ど
を
買
わ

せ
る
も
の
。

　
ま
『
た
、
い
わ
ゆ
る
押
し
売
り
が

あ
り
ま
す
。
呉
服
・
反
物
・
洋
服
・

時
計
な
ど
、
言
葉
た
く
み
に
売
り

つ
け
、
日
、
取
後
は
“
お
ど
し
”
ま
で

し
て
買
わ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　
松
之
山
で
も
、
　
「
高
い
消
火
器

を
買
わ
さ
れ
た
一
と
い
う
話
を
何

回
か
耳
に
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
、

消
火
器
自
体
は
使
え
る
の
で
す
か

ら
良
い
の
で
す
が
、
安
く
て
品
質

の
良
い
消
火
器
が
あ
る
の
で
す
か

ら
役
場
な
り
地
．
兀
の
消
防
団
貝
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
や
分
遣
所
か
ら
直
接
消
火

器
を
売
り
に
行
く
よ
う
な
事
は
絶

対
あ
り
ま
せ
ん
．

　
う
ま
い
話
に
は
落
し
穴
が
あ
る

も
の
で
す
。
と
に
か
く
、
訪
問
販

売
に
は
ト
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

話
が
こ
じ
れ
て
来
た
ら
警
察
に
電

話
す
る
く
ら
い
の
勢
気
が
必
要
で

す
．　

買
う
前
に
隔
、
一
翻
談
を
！

オ
ハ
コ葱

Σ

諺

交
通
事
故
の
ご
相
談
は

　
　
ぢ
気
軽
に
ど
う
ぞ

密‘・∵謬

無
料
で
ご
相
談
に

　
応
じ
て
お
り
ま
す
。

▽
午
前
九
時
三
十
分
～

　
　
　
午
後
四
時
四
十
分
（
平
日
）

▽
土
曜
日
は
正
午
ま
で

▽
顯
門
の
相
談
員
が
親
身
に
な
っ

　
て
熟
、
』
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽
弁
護
士
相
談
日

毎
週
水
曜
日
・
午
後
一
時
～
四
時

◎
社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会

　
新
潟
自
動
庫
保
険
請
求
相
談
セ

　
ン
タ
ー

◎
新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八

　
二
　
興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル

　
五
階
　
新
潟
調
査
事
務
所
内

智
〇
二
五
二
ー
二
五
ー
一
八
．
五
一

　　／

執／1
『豪雪対策基金』への謝一

善意ありがとうございました。

　
豪
嘗
対
策
基
金
の
募
金
を
始
め

て
か
ら
二
年
が
た
ち
ま
し
た
が
、

今
ま
で
に
、
本
当
に
多
く
の
方
々

か
ら
暖
か
い
募
金
を
し
て
い
た
だ

き
、
一
般
か
ら
の
目
標
金
額
（
二

千
五
百
万
円
）
の
約
八
O
％
に
達

し
ま
し
た
．

　
大
変
あ
り
が
と
う
、
、
一
ざ
い
ま
し

た
。　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
み

な
さ
ん
の
善
意
に
対
し
深
く
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
目
標
額
達
成
ま

で
引
き
つ
、
づ
き
恥
、
）
協
力
下
さ
る
事

を
、
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

豪
雨
ヨ
対
策
基
金

　
　
　
　
（
一
口
は
一
万
円
）

◇
県
外

　
二
口

末
　
　
清
文
東
京
都
世
田
谷
区
）

　
一
口

小
口
　
和
平
（
埼
．
玉
県
川
口
市
）

稜
野
智
恵
美
（
神
奈
川
県
中
郡
）

　
増
額
　
…
口
（
一
年
間
の
み
）

吉
池
　
（
束
京
）

◇
県
内

　
レ
ロ

大
岩
機
器
工
業
所
上
越
営
業
所

　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
越
市
）

　
一
口

若
井
　
彌
一
（
上
越
市
）

　
．
五
口
（
一
年
間
の
み
）

束
條
　
　
保
（
上
越
市
）

　
三
口
二
年
間
の
み
）

小
堺
陽
七
郎
（
松
代
）

◇
町
内

　
二
口

保
坂
　
音
吉
（
松
之
山
）

　
十
口
（
】
年
間
の
み
）

志
賀
　
雅
雄
（
三
桶
）

　
五
口
（
一
年
間
の
み
）

佐
藤
　
利
幸
（
天
水
越
）

　
二
口
（
一
年
間
の
み
）

高
波
　
悟
・
孝
子
（
松
口
）

　
増
額
　
十
口
（
一
年
間
の
み
）

第
四
銀
行

　
〃
　
　
七
口
二
年
間
の
み
）

平
原
　
栄
二
他
六
名
（
町
校
長
会
）

　
〃
　
　
三
口
（
一
年
問
の
み
）

樋
熊
　
琢
成
（
松
之
山
）

　ρ1　駕一

証’．天＼＼
　》奮愈』．，一＼

護ヲ論〆

住
民
票
や
附
票
の

　
　
　
　
　
講
求
の
仕
方
が
変
わ
り
ま
す

「
山
ハ
月

日
か
ら
改
正
」

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
な

ど
の
た
め
、
六
月
か
ら
住
民
票
の

閲
覧
、
写
し
の
交
付
講
求
手
続
、

交
付
さ
れ
る
住
民
票
の
内
容
が
一

部
改
、
正
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
住

民
基
本
台
帳
法
改
正
に
と
も
な
う

も
の
で
、
主
な
改
正
点
は
次
の
と

お
り
で
す
．

▽
住
民
票
の
交
付
請
求

○
本
人
・
家
族
以
外
の
人
の
交
付

　
請
求
に
は
、
そ
の
請
求
事
由
を

　
明
確
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

　
ん
。

○
交
付
に
は
、
本
人
の
署
名
・
押

　
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
印

　
カ
ン
を
必
ず
お
持
ち
下
さ
い
。

○
人
か
ら
頼
ま
れ
て
請
求
（
代
理
〉

　
に
来
ら
れ
る
と
き
も
、
請
求
者

　
本
人
の
印
カ
ン
が
必
要
で
す
。

○
交
付
さ
れ
る
住
民
票
の
内
容
も
、

　
住
所
　
・
氏
名
・
性
別
・
生
年
月

　
日
の
四
項
目
と
な
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
特
別
に
申
し
出
が

　
あ
り
適
当
と
認
め
ら
れ
る
場

　
合
は
、
今
ま
で
と
同
じ
内
容

　
の
住
民
票
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　
（
運
転
免
許
証
関
係
は
今
ま

　
で
の
も
の
が
必
要
で
す
）

▽
住
民
票
の
閲
覧
請
求

○
本
人
・
家
族
以
外
の
閲
覧
は

　
そ
の
請
本
事
由
を
明
確
に
し

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

○
閲
覧
は
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

　
生
年
月
日
の
四
項
目
と
な
り

ま
す
。

▽
戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
・
住
民

　
票
の
除
票
の
交
付
は
出
来
な

　
く
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
住
民
課
戸

　
籍
の
窓
口
で
お
聞
き
下
さ
い
。

　
費
六
ー
三
一
三
一
内
線
三
七
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ご協力ありがとう。

　
大
雪
だ
っ
た
今
年
の
冬
も
、
よ

う
や
く
終
わ
り
、
雪
消
え
が
急
速

に
進
ん
で
い
ま
す
が
、
雪
の
中
か

ら
顔
を
出
す
の
が
フ
キ
ノ
ト
ウ
と

空
き
缶
の
山
。
困
り
ま
す
ね
。

　
五
月
十
　
日
の
日
曜
日
、
朝
八

時
よ
り
全
町
あ
げ
て
の
空
き
缶
拾

い
（
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
）
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
朝
か
ら
ど
毎
よ
ゆ

と
し
た
雲
り
空
だ
っ
た
の
で
す
が

雨
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
．
約
干

β
鐙

4t車にいっばいのゴミの山

人
の
万
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

ま
し
た
。

　
作
業
時
間
は
一
時
間
た
ら
ず
だ

つ
た
の
で
す
が
、
集
ま
つ
た
空
き

缶
、
そ
の
他
の
コ
ミ
は
四
t
車
に

［
台
分
も
あ
り
、
そ
の
汚
れ
万
に

罵
か
さ
れ
ま
す
。

　
空
き
缶
や
コ
ミ
の
投
げ
捨
て
は

絶
対
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
運

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。袋がすぐにいっばいになっちゃうよ

観
光
名
木
“
夜
泣
き
松
”

　
　
　
松
く
い
虫
被
害
で
倒
さ
れ
る

　
水
梨
地
内
に
＋
ロ
く
か
ら
“
夜
泣

き
松
”
と
し
て
知
ら
れ
て
来
た
、

樹
齢
約
四
百
年
の
松
の
老
木
が
、

松
之
山
で
は
珍
ら
し
い
「
松
く
い

虫
」
の
被
害
に
よ
り
枯
れ
て
し
ま

い
危
険
と
な
っ
た
た
め
、
こ
の
程

切
り
倒
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
“
夜
泣
き
松
”
の
い
わ
れ

は
、
昔
は
医
療
も
発
達
し
て
お
．
ら

ず
生
活
も
貧
し
く
て
、
生
ま
れ
て

来
た
子
供
も
十
分
な
栄
養
が
取
れ

な
か
っ
た
せ
い
か
、
夜
泣
き
の
激

し
い
子
供
が
非
常
に
多
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
誰
か
ら
と
も
な
く
、
「
こ

の
松
の
幹
を
少
し
削
っ
て
地
炉
や

カ
マ
ド
で
焼
く
と
夜
泣
き
が
な
お

る
し
と
い
う
、
言
い
伝
え
が
出
来
、

夜
、
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
よ
う

に
松
を
削
り
に
行
く
人
が
沢
山
い

た
と
い
う
事
で
す
。

　
太
い
幹
の
下
の
部
分
が
半
分
も

削
ら
れ
て
お
り
、
相
当
利
用
し
て

い
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
観
光
の
一
つ
が
な
く
な
り
淋
し

い
で
す
ね
。

切
り
倒
さ
れ
る
直
前
の
枯
れ
た
夜
泣
き
松

りつま泉温

にぎやかに

　
温
泉
ま
つ
り
が
五
月
十
七
・
十

八
日
の
両
日
、
温
泉
街
を
中
心
に

行
わ
れ
、
天
気
が
良
か
つ
た
事
な

ど
も
あ
り
多
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
企
画
の
民
謡
流
し
も
百

五
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
色
と
り

ど
り
の
着
物
姿
が
観
光
客
の
目
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
花
火
大
会
も
行
わ
れ
＼
大
輔

の
花
が
遅
く
ま
で
夜
空
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

150人が参加した大民謡流し

取れたての山菜即売場松代町から子供達による松苧太鼓の協力が

　
　
　
　
　
　
9
・

　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
を
　
ま

　
　
　
味
い

　
　
　
の
　
て

　
　
　
茶
　
つ

　
　
　
甘
知

　
小
谷
部
落
で
は
五
月
八
日
に
甘

茶
の
会
を
催
し
て
、
お
釈
迦
様
の

生
誕
を
祝
い
ま
し
た
。

　
お
釈
迦
様
と
い
え
ば
〃
天
上
天

下
唯
我
独
尊
”
と
い
う
こ
と
ば
が

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仏
教

の
兀
を
作
ら
れ
た
人
で
す
。

　
カ
ゴ
バ
ナ
（
正
式
名
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
）
で
飾
つ
た
、
小
さ

な
お
堂
の
中
に
あ
る
お
釈
迦
様
の

像
に
、
甘
茶
を
か
け
て
か
ら
飲
み

ま
す
と
、
独
特
の
自
然
な
甘
昧
が

味
わ
え
ま
す
。

　
こ
の
甘
茶
の
会
は
、
庵
主
さ
ん

が
部
落
に
い
な
く
な
っ
て
か
ら
止

め
て
い
た
も
の
を
、
後
継
者
会
の

人
達
が
再
開
し
た
も
の
で
、
小
学

校
の
児
童
も
笛
年
参
加
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
よ
。

甘茶って甘くておいしいなあ
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今
年
の
冬
も
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よ
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や
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終
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り
、
雪
消
え
が
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に
進
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で
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す
が
、
雪
の
中
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困
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す
ね
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五
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十
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の
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、
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時
よ
り
全
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げ
て
の
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缶
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（
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大
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。

　
こ
の
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は
、
朝
か
ら
ど
毎
よ
ゆ

と
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雲
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空
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の
で
す
が
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に
な
ら
な
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約
干
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4t車にいっばいのゴミの山

人
の
万
か
ら
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

ま
し
た
。

　
作
業
時
間
は
一
時
間
た
ら
ず
だ

つ
た
の
で
す
が
、
集
ま
つ
た
空
き

缶
、
そ
の
他
の
コ
ミ
は
四
t
車
に

［
台
分
も
あ
り
、
そ
の
汚
れ
万
に

罵
か
さ
れ
ま
す
。

　
空
き
缶
や
コ
ミ
の
投
げ
捨
て
は

絶
対
止
め
ま
し
ょ
う
。

　
ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル
ふ
る
さ
と
運

動
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。袋がすぐにいっばいになっちゃうよ

観
光
名
木
“
夜
泣
き
松
”

　
　
　
松
く
い
虫
被
害
で
倒
さ
れ
る

　
水
梨
地
内
に
＋
ロ
く
か
ら
“
夜
泣

き
松
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と
し
て
知
ら
れ
て
来
た
、

樹
齢
約
四
百
年
の
松
の
老
木
が
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松
之
山
で
は
珍
ら
し
い
「
松
く
い

虫
」
の
被
害
に
よ
り
枯
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て
し
ま

い
危
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と
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め
、
こ
の
程

切
り
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た
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の
“
夜
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き
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”
の
い
わ
れ

は
、
昔
は
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も
発
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お
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ら
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生
活
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、
生
ま
れ
て
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供
も
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な
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が
取
れ

な
か
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せ
い
か
、
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の
激

し
い
子
供
が
非
常
に
多
か
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た
。

そ
こ
で
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誰
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こ

の
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の
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を
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し
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て
地
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や
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え
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に
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を
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に
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が
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た
と
い
う
事
で
す
。

　
太
い
幹
の
下
の
部
分
が
半
分
も

削
ら
れ
て
お
り
、
相
当
利
用
し
て

い
た
様
子
が
伺
え
ま
す
。

　
観
光
の
一
つ
が
な
く
な
り
淋
し

い
で
す
ね
。

切
り
倒
さ
れ
る
直
前
の
枯
れ
た
夜
泣
き
松

りつま泉温

にぎやかに

　
温
泉
ま
つ
り
が
五
月
十
七
・
十

八
日
の
両
日
、
温
泉
街
を
中
心
に

行
わ
れ
、
天
気
が
良
か
つ
た
事
な

ど
も
あ
り
多
勢
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　
新
し
い
企
画
の
民
謡
流
し
も
百

五
十
人
の
参
加
が
あ
り
、
色
と
り

ど
り
の
着
物
姿
が
観
光
客
の
目
を

誘
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
花
火
大
会
も
行
わ
れ
＼
大
輔

の
花
が
遅
く
ま
で
夜
空
に
咲
い
て

い
ま
し
た
。

150人が参加した大民謡流し

取れたての山菜即売場松代町から子供達による松苧太鼓の協力が

　
　
　
　
　
　
9
・

　
　
　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
　
す

　
　
　
を
　
ま

　
　
　
味
い

　
　
　
の
　
て

　
　
　
茶
　
つ

　
　
　
甘
知

　
小
谷
部
落
で
は
五
月
八
日
に
甘

茶
の
会
を
催
し
て
、
お
釈
迦
様
の

生
誕
を
祝
い
ま
し
た
。

　
お
釈
迦
様
と
い
え
ば
〃
天
上
天

下
唯
我
独
尊
”
と
い
う
こ
と
ば
が

広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
仏
教

の
兀
を
作
ら
れ
た
人
で
す
。

　
カ
ゴ
バ
ナ
（
正
式
名
シ
ョ
ウ
ジ

ョ
ウ
バ
カ
マ
）
で
飾
つ
た
、
小
さ

な
お
堂
の
中
に
あ
る
お
釈
迦
様
の

像
に
、
甘
茶
を
か
け
て
か
ら
飲
み

ま
す
と
、
独
特
の
自
然
な
甘
昧
が

味
わ
え
ま
す
。

　
こ
の
甘
茶
の
会
は
、
庵
主
さ
ん

が
部
落
に
い
な
く
な
っ
て
か
ら
止

め
て
い
た
も
の
を
、
後
継
者
会
の

人
達
が
再
開
し
た
も
の
で
、
小
学

校
の
児
童
も
笛
年
参
加
し
て
く
れ

る
そ
う
で
す
よ
。

甘茶って甘くておいしいなあ
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図
書
の
ご
案
内

　
図
書
の
利
用
拡
大
を
は
か
る
た

め
、
こ
の
ほ
ど
中
央
診
療
所
・
待

合
室
に
県
立
図
書
館
の
巡
回
図
書

を
設
置
い
た
し
ま
し
た
。

　
左
記
の
き
ま
り
に
従
っ
て
、
大

い
に
瓢
、
』
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
記

一
、
図
書
を
借
り
る
と
き
、
返
す

　
　
と
き
は
、
備
え
付
け
の
貸
出

　
　
簿
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

二
、
貸
出
期
間
　
十
日
間

三
、
貸
出
冊
数
　
一
人
三
冊
以
内

な
お
、
図
書
の
内
訳
は
、
一
般
書

（
文
学
・
産
業
・
工
学
・
芸
術
な

ど
）
一
六
〇
冊
。
児
童
書
・
絵
本

類
七
〇
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

カセットテープで

「おくのほそ道」の

旅をしてみませんか〃

　
公
民
館
で
は
、
カ
セ
ッ
ト
版
・

「
お
く
の
ほ
そ
道
」
を
、
こ
の
ほ

ど
図
書
に
設
置
し
ま
し
た
。

　
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
に
は
、
旅

を
通
し
て
と
ら
え
た
俳
聖
芭
蕉
の

人
、
人
生
感
、
自
然
感
が
凝
縮
さ

れ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
と
い
わ

れ
ま
す
。

　
か
つ
て
芭
蕉
が
通
っ
た
道
を
、

あ
な
た
も
音
で
た
ど
り
な
が
ら
、

心
の
旅
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
顎
、
』
希
望
の
方
に
は
、
テ
ー
プ
（
全

八
巻
、
現
地
事
情
の
説
明
、
解
説

入
り
）
の
貸
出
を
い
た
し
ま
す
。

悔、

二
報
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
電
話
六
－
二
二
六
”
五

来
春
、
大
厳
寺
高
原
で
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会
を
開
催

　
昭
和
六
十
二
年
四
月
十
九
日
（
第

三
日
曜
）
大
厳
寺
高
原
を
会
場
に

し
て
、
県
レ
ベ
ル
に
近
い
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
i
大
会
が
開
催

さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
体
協
・
ス
キ
ー
協
会
で
は
、

大
厳
手
の
雪
を
利
用
し
て
何
と
か

県
レ
ベ
ル
の
大
会
・
合
宿
等
を
行

い
た
い
と
、
県
ク
ロ
カ
ン
部
役
貝

を
招
い
て
現
地
視
察
、
話
し
合
い

劉．

を
し
た
結
果
、
県
の
大
会
日
程
も

つ
ま
っ
て
い
る
の
、
で
四
月
な
ら
実

施
が
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
予
声
疋
さ
れ
る
内
容
に
つ
い
て
。

▽
大
会
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の

　
み
と
す
る
．

▽
大
会
名
称
・
松
之
山
温
泉
大
厳

　
寺
カ
ツ
プ
（
仮
称
）

▽
期
日
・
昭
和
六
十
二
年
四
月
卜

役員・関係者で現地の視察

4月22日、残雪の大厳寺牧場

九
日
（
日
）

▽
選
手
規
模
　
約
三
〇
〇
人

▽
大
会
役
員
・
運
営
に
つ
い
て
は
、

　
県
ク
ロ
カ
ン
部
が
全
面
的
に
協

力
・
支
援
す
る
．

▽
選
手
に
つ
い
て
も
、
　
一
流
の
人

　
達
を
派
遣
す
る
。

　
質
の
高
い
大
会
に
し
、
町
・
郡

内
の
．
シ
ュ
ニ
ア
育
成
を
図
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
の
．
で
、
期
待
し

て
下
さ
い
．

　
尚
、
今
回
、
松
之
山
を
訪
ず
れ

た
県
ク
ロ
カ
ン
部
の
役
員
は
次
の

人
達
で
す
．

　
部
．
長
・
高
橋
誠
一
（
小
千
谷
西

高
）
部
員
・
上
村
浩
平
（
六
日
町

役
場
Y
品
川
達
平
（
十
日
町
高
）
・

井
ノ
川
（
津
南
高
）
・
後
藤
一
義

（
カ
ザ
マ
ス
キ
ー
）隻

遍’，鷺触
　ウ辱嘱

　謙．

議鰍

　　 」■■■■■■■■』』

早朝野球が
始まりました⑭

　
テ
レ
ビ
で
は
、
毎
晩
の
よ
う
に

プ
ロ
野
球
中
継
が
写
さ
れ
、
西
武

の
清
原
が
す
、
、
）
い
と
か
、
今
年
の

阪
神
は
ダ
メ
だ
と
か
、
巨
人
が
勝

っ
た
負
け
た
と
か
．
一
．
、
口
っ
て
お
り
ま

す
が
、
松
之
山
早
朝
野
球
春
季
大

会
も
二
十
六
H
、
や
っ
と
開
幕
し

ま
し
た
．

　
今
年
は
、
去
年
よ
り
ニ
チ
ー
ム

少
な
い
十
四
チ
ー
ム
の
出
場
が
あ

り
、
A
・
B
そ
れ
ぞ
れ
七
チ
ー
ム

ず
つ
に
分
か
れ
て
対
戦
し
て
い
ま

す
。　

A
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
名
は
、
川

手
∴
尚
橋
組
・
鷹
の
湯
・
役
場
・

、
ハ
ニ
ー
ズ
・
三
省
・
松
之
山
町
農

協
の
し
チ
ー
ム
．

　
B
リ
ー
グ
は
、
ダ
イ
、
ゴ
ン
、
ズ
・

コ
ン
、
ゴ
ー
、
ズ
・
浦
田
・
ベ
ア
ー
ズ
・

布
川
・
松
之
山
・
大
樫
の
七
チ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
両
方
と
も
総
当
り
（
リ
ー
グ
）

制
で
行
い
、
優
勝
を
決
｛
疋
し
ま
す
。

　
各
農
協
の
壁
に
早
朝
野
球
速
報

板
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
帆
、
｝

覧
下
さ
い
．

慈．

酋

（mまつのやま

郡体育指導員研修会
　松之山で開催

研修会の様子（センター）

　
毎
年
、
郡
内
の
町
村
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
い
る
体
育
指
導
員
の

研
修
会
が
、
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
と
大
厳
芋
高
原
で
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
今
年
は
、
全
県
の
体
育
指
導
員

大
会
も
七
月
十
二
・
十
三
日
に
松

之
山
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
受
け
人
れ
の

事
前
研
修
が
・
、
王
な
内
容
で
し
た
。

　
午
後
は
大
厳
寺
高
原
で
施
設
見

学
を
行
い
、
一
日
の
．
研
修
を
終
わ

り
ま
し
た
．

出
産
後
の
お
母
さ
ん
へ

　
ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
る
あ
か
ち
ゃ
ん
。

出
産
と
い
う
大
役
を
果
た
さ
れ
た

お
母
さ
ん
、
熟
、
弄
占
労
様
で
し
た
。

妊
娠
中
の
お
口
の
手
人
れ
は
完
全

で
し
た
か
。
妊
娠
中
に
む
し
歯
が

進
行
し
た
り
、
体
調
を
く
ず
し
、

治
療
途
中
に
な
っ
て
い
る
む
し
歯

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
白
身

の
た
め
に
も
、
可
愛
い
あ
か
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
も
早
期
に
治
療
を
受

け
ま
し
よ
・
つ
。

　
あ
な
た
は
母
乳
が
出
ま
す
か
。

子
育
て
に
は
母
乳
が
｝
番
で
す
。

不
幸
に
し
て
母
乳
が
足
り
な
か
っ

た
ら
人
工
栄
脇
養
（
粉
ミ
ル
ク
）
も

や
む
を
え
ま
せ
ん
。
現
在
の
粉
ミ

ル
ク
の
大
部
分
に
は
、
廿
味
の
少

な
い
オ
リ
、
ゴ
ー
糖
が
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
甘
味
を
増
す
た
め
に
余

分
な
砂
糖
を
人
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
廿
味
に
慣

れ
な
い
、
あ
か
ち
ゃ
ん
を
育
て
ま

し
よ
・
フ
。

　
あ
か
ち
ゃ
ん
の
歯
は
生
後
六
ケ

月
前
後
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
頃

は
乎
に
持
っ
た
も
の
は
何
で
も
口

に
入
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
利
用

し
て
、
歯
ブ
ラ
シ
を
口
に
入
れ
る

の
を
覚
え
て
も
ら
う
の
で
す
。
磨

く
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
持
た

せ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。
あ

か
ち
ゃ
ん
は
平
気
で
な
め
た
り
噛

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ

が
子
供
の
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
離
乳
の
時
期
は
理
想
的
に
は
四

～
．
五
ケ
月
で
始
め
て
八
～
十
ケ
月

で
完
了
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
あ

ん
ま
り
廿
い
物
、
塩
辛
い
も
の
を

ひ
か
え
て
、
自
然
の
味
の
好
き
な

子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会
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、
西
武

の
清
原
が
す
、
、
）
い
と
か
、
今
年
の

阪
神
は
ダ
メ
だ
と
か
、
巨
人
が
勝

っ
た
負
け
た
と
か
．
一
．
、
口
っ
て
お
り
ま

す
が
、
松
之
山
早
朝
野
球
春
季
大

会
も
二
十
六
H
、
や
っ
と
開
幕
し

ま
し
た
．

　
今
年
は
、
去
年
よ
り
ニ
チ
ー
ム

少
な
い
十
四
チ
ー
ム
の
出
場
が
あ

り
、
A
・
B
そ
れ
ぞ
れ
七
チ
ー
ム

ず
つ
に
分
か
れ
て
対
戦
し
て
い
ま

す
。　

A
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
名
は
、
川

手
∴
尚
橋
組
・
鷹
の
湯
・
役
場
・

、
ハ
ニ
ー
ズ
・
三
省
・
松
之
山
町
農

協
の
し
チ
ー
ム
．

　
B
リ
ー
グ
は
、
ダ
イ
、
ゴ
ン
、
ズ
・

コ
ン
、
ゴ
ー
、
ズ
・
浦
田
・
ベ
ア
ー
ズ
・

布
川
・
松
之
山
・
大
樫
の
七
チ
ー

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
両
方
と
も
総
当
り
（
リ
ー
グ
）

制
で
行
い
、
優
勝
を
決
｛
疋
し
ま
す
。

　
各
農
協
の
壁
に
早
朝
野
球
速
報

板
が
貼
っ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
帆
、
｝

覧
下
さ
い
．

慈．

酋

（mまつのやま

郡体育指導員研修会
　松之山で開催

研修会の様子（センター）

　
毎
年
、
郡
内
の
町
村
持
ち
回
り

で
開
催
し
て
い
る
体
育
指
導
員
の

研
修
会
が
、
松
之
山
自
然
休
養
村

セ
ン
タ
ー
と
大
厳
芋
高
原
で
行
わ

れ
ま
し
た
．

　
今
年
は
、
全
県
の
体
育
指
導
員

大
会
も
七
月
十
二
・
十
三
日
に
松

之
山
を
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る
と

い
う
こ
と
で
、
そ
の
受
け
人
れ
の

事
前
研
修
が
・
、
王
な
内
容
で
し
た
。

　
午
後
は
大
厳
寺
高
原
で
施
設
見

学
を
行
い
、
一
日
の
．
研
修
を
終
わ

り
ま
し
た
．

出
産
後
の
お
母
さ
ん
へ

　
ス
ヤ
ス
ヤ
と
眠
る
あ
か
ち
ゃ
ん
。

出
産
と
い
う
大
役
を
果
た
さ
れ
た

お
母
さ
ん
、
熟
、
弄
占
労
様
で
し
た
。

妊
娠
中
の
お
口
の
手
人
れ
は
完
全

で
し
た
か
。
妊
娠
中
に
む
し
歯
が

進
行
し
た
り
、
体
調
を
く
ず
し
、

治
療
途
中
に
な
っ
て
い
る
む
し
歯

が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
白
身

の
た
め
に
も
、
可
愛
い
あ
か
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
も
早
期
に
治
療
を
受

け
ま
し
よ
・
つ
。

　
あ
な
た
は
母
乳
が
出
ま
す
か
。

子
育
て
に
は
母
乳
が
｝
番
で
す
。

不
幸
に
し
て
母
乳
が
足
り
な
か
っ

た
ら
人
工
栄
脇
養
（
粉
ミ
ル
ク
）
も

や
む
を
え
ま
せ
ん
。
現
在
の
粉
ミ

ル
ク
の
大
部
分
に
は
、
廿
味
の
少

な
い
オ
リ
、
ゴ
ー
糖
が
入
っ
て
い
ま

す
の
で
、
甘
味
を
増
す
た
め
に
余

分
な
砂
糖
を
人
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
廿
味
に
慣

れ
な
い
、
あ
か
ち
ゃ
ん
を
育
て
ま

し
よ
・
フ
。

　
あ
か
ち
ゃ
ん
の
歯
は
生
後
六
ケ

月
前
後
に
出
て
き
ま
す
。
こ
の
頃

は
乎
に
持
っ
た
も
の
は
何
で
も
口

に
入
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
利
用

し
て
、
歯
ブ
ラ
シ
を
口
に
入
れ
る

の
を
覚
え
て
も
ら
う
の
で
す
。
磨

く
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
持
た

せ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
の
で
す
。
あ

か
ち
ゃ
ん
は
平
気
で
な
め
た
り
噛

ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
歯
ブ
ラ
シ

が
子
供
の
身
近
な
も
の
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

　
離
乳
の
時
期
は
理
想
的
に
は
四

～
．
五
ケ
月
で
始
め
て
八
～
十
ケ
月

で
完
了
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。
あ

ん
ま
り
廿
い
物
、
塩
辛
い
も
の
を

ひ
か
え
て
、
自
然
の
味
の
好
き
な

子
供
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
新
潟
県
歯
科
医
師
会
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老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
繰
上
げ
請
求
に
つ

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

は
得
か
？
損
か
？
請
求
時
に
よ
く

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
の
受
給
年
齢
は
、
ど
ち
ら
も
六

十
五
歳
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
厚
生
年
金
に
は
、
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
希

望
に
よ
り
六
十
五
歳
未
満
で
も
請

求
に
よ
り
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
た
だ
し
年
齢
に
応
じ
て

一
定
の
率
で
年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
六
十
歳
で
請
求

し
た
場
合
は
四
十
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト

減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減
額
率
は

終
生
続
き
ま
す
。
な
お
繰
上
げ
請

求
を
し
た
場
合
、
老
齢
厚
生
年
金

の
特
別
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

い
て

　
過
去
に
厚
生
年
金
に
入
っ
た
事

が
あ
る
人
で
、
期
間
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
、
年
金
手
帳
を
失
く
し

た
方
、
ま
た
、
厚
生
年
金
の
手
帳

（
記
号
・
番
号
が
違
う
）
を
二
つ

以
上
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に

整
理
を
し
て
お
い
た
方
が
便
利
で

す
。
上
越
祉
会
保
険
事
務
所
で
処

理
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
場
所
等

お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場

年
金
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

児童手当

6月は「現況届」の
　　　　　提出月です

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
現

、
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
・
養
育
の

状
況
な
ど
を
届
け
て
も
ら
う
も
の

で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
熟
、
｝

注
血
息
く
だ
さ
い
。

※

　
法
の
改
正
で
二
人
目
の
お
チ

　
　
さ
ん
も
対
象
に

　
今
年
の
六
月
一
日
か
ら
、
児
童

手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
二
人
目
の

お
子
さ
ん
に
も
手
当
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

二
人
目
の
お
子
さ
ん
は
昭
和
五
十

九
年
六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

子
供
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例

給
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
二
人

目
の
お
子
さ
ん
が
そ
の
対
象
と
な

る
方
は
「
現
況
届
」
の
前
に
「
増

額
改
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
月
額
二
干
五
百
円
の
児

童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
必
ら
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

こんなに減額されます…、・」”乙

　　　　　　　　　　§奪｛

　　　　　　　　＼　　鵡く64歳

，戴　一噸G〈63歳
藻憂藝￥￥転『〈62歳
　・i灘　灘　　く61歳
　　　　　　音
　　　　　　　　く60歳

　　　　　　　■■■■
水道の水は大切に！

騨こご喫さ㌔、

　
現
代
文
明
は
”
”
水
の
道
”
を
つ

く
り
出
し
ま
し
た
。
陸
地
に
降
っ

た
雨
や
雪
は
、
地
下
水
を
か
ん
養

す
る
ほ
か
、
川
と
な
り
、
こ
れ
ら

が
浄
水
場
に
｝
．
廼
ら
れ
、
安
心
し
て

飲
め
る
水
道
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
の
水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

い
く
ら
で
も
出
て
く
る
も
の
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
水
が
大
切

な
時
期
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
水
資
源
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
節
水
に
心
が
け
、
水
道
の
水
を

大
切
に
使
い
ま
し
よ
う
。

　
水
道
の
漏
水
と
思
わ
れ
る
も
の

を
見
つ
け
ら
れ
た
方
は
、
お
手
数

で
も
役
場
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

’
、
駅
、
一

．
‘
撫
．
．
、
訟

ゆ
．
輪
蕉

聯
∵
盤

野
鳥
集
会
・
探
鳥
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
鳥
家
が
大
集
合

　
．
五
月
二
十
四
H
・
二
十
．
五
日
の

野
鳥
集
会
、
早
朝
の
探
鳥
会
に
町

内
外
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
十
人
以
L

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
午
後
、
愛
鳥
漫
画
家

岩
本
久
則
氏
（
日
本
探
烏
の
会
喉

業
部
長
）
を
む
か
え
て
、
講
演
と

映
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
四
石
本
さ
ん
は
、
ナ
ン
セ

ン
ス
漫
画
を
書
き
な
が
ら
寸
暇
を

さ
い
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

出
か
け
る
と
い
う
。
多
く
の
人
か

ら
鳥
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

や
さ
し
い
心
で
野
鳥
に
接
っ
し
て

も
ら
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
卜
．
五
H
の
探
鳥
会
は
、
朝
四

時
半
か
ら
松
口
の
美
人
林
で
中
島

公
先
生
を
講
師
に
行
わ
れ
、
．
雨
上

が
り
の
林
の
中
、
で
、
ノ
、
シ
コ
・
イ

カ
ル
・
サ
シ
、
バ
な
ど
三
十
し
種
類

の
野
烏
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
も
開
発
が
進
み
、
白
然

の
、
ブ
ナ
林
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な

っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
鳥
達
が
安

心
し
て
住
め
る
環
境
を
残
し
て
や

り
た
い
気
が
し
ま
す
。

　
第
3
0
回

　
　
東
頸
メ
ー
デ
ー

　
　
松
之
山
町
で
開
催

第
3
0
回
束
頸
メ
ー
デ
ー
大
会
が

松
之
山
町
民
体
育
館
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
東
頸
城
各
地
よ
り
約

四
〇
〇
人
の
労
働
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
体
育
館
に
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
な
ど
全
員
で
確
認
し
た
あ
と
、

二
班
に
分
か
れ
、
町
内
を
行
進
し

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

催
繭．

（13）まつのやま

松之山商店街を行進中

講演中の岩本久則氏

道
路
測
量
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
県
で
は
道
路
の
適
．
正
な
管
理
を

図
る
た
め
、
道
路
現
況
図
作
成
の

た
め
の
測
量
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
巣
は
、
県
内
全
域
に
わ

た
る
も
の
で
あ
り
、
や
む
を
得
ず

住
民
の
皆
さ
ん
の
L
地
へ
の
立
入

り
が
必
．
要
と
な
る
場
八
・
が
あ
り
ま

す
．　

そ
の
際
は
、
身
分
証
を
携
帯
し

た
測
量
し
が
伺
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
札
結
果

▽　　　　　▽　　　　　▽　　　　　▽
，｝鷲　r、胃　証各　7〉走　r＝悔　証各　ノ〉壼　ポξ　釦！各　」》握

第橋　第橋　第橋　 第
レし1　糸旺　＿　三三　糸且　＿＿　二二　糸且　＿　　一・

号　　　天号・　　天　号一　　人1号
　　　　水　　　　水　　　　水

耕　越耕　越耕一・一越耕
1也　　　1也　1也　　　∫也　1也　　’1也　1也

災一区災二区災一一区災
害几）f，ll二〇）害二）fしilt
了夏O　　　復O　　　　夏O　　　復
IH　ノ∫　　　旧　ノ∫　　　IH　ノ∫　　　旧

川　円　　　ノk　II∫　　道円　　　」並

　
（
．
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

▽
産
第
．
五
号
　
地
す
べ
り
関
連
工

　
事
　
　
（
中
．
坪
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
産
第
六
号
　
地
す
、
べ
り
関
連
工

事
　
（
狐
塚
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
几
O
O
万
円

▽
建
第
二
・
、
与
　
特
改
四
種
（
舗
装
V

　
松
口
・
松
之
山
線
　
　
（
光
朋
）

　
上
越
舗
道
　
　
　
ん
．
五
〇
万
円

▽
建
第
三
ロ
ゲ
　
舗
装
新
設
工
事

L
川
手
線
　
（
坂
下
）

福
川
道
路
一
、
〇
二
〇
万
円
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老
齢
基
礎
年
金
の

　
　
繰
上
げ
請
求
に
つ

　
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
請
求

は
得
か
？
損
か
？
請
求
時
に
よ
く

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年

金
の
受
給
年
齢
は
、
ど
ち
ら
も
六

十
五
歳
か
ら
と
な
り
ま
し
た
。

　
た
だ
し
厚
生
年
金
に
は
、
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給

さ
れ
る
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年

金
が
あ
り
ま
す
。

　
老
齢
基
礎
年
金
に
つ
い
て
は
希

望
に
よ
り
六
十
五
歳
未
満
で
も
請

求
に
よ
り
受
給
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
た
だ
し
年
齢
に
応
じ
て

一
定
の
率
で
年
金
額
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
た
と
え
ば
六
十
歳
で
請
求

し
た
場
合
は
四
十
二
。
ハ
ー
セ
ン
ト

減
額
さ
れ
ま
す
。
こ
の
減
額
率
は

終
生
続
き
ま
す
。
な
お
繰
上
げ
請

求
を
し
た
場
合
、
老
齢
厚
生
年
金

の
特
別
支
給
を
受
け
て
い
る
人
は
、

老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
停
止
に
な

り
ま
す
の
で
注
意
を
し
て
く
だ
さ

い
。

い
て

　
過
去
に
厚
生
年
金
に
入
っ
た
事

が
あ
る
人
で
、
期
間
が
わ
か
ら
な

か
っ
た
り
、
年
金
手
帳
を
失
く
し

た
方
、
ま
た
、
厚
生
年
金
の
手
帳

（
記
号
・
番
号
が
違
う
）
を
二
つ

以
上
持
っ
て
い
る
方
は
、
早
め
に

整
理
を
し
て
お
い
た
方
が
便
利
で

す
。
上
越
祉
会
保
険
事
務
所
で
処

理
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
場
所
等

お
聞
き
に
な
り
た
い
方
は
、
役
場

年
金
係
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

児童手当

6月は「現況届」の
　　　　　提出月です

　
児
童
手
当
ま
た
は
特
例
給
付
を

受
け
て
い
る
方
は
、
六
月
一
日
か

ら
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
「
現

、
況
届
」
を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
現
在
、
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
・
養
育
の

状
況
な
ど
を
届
け
て
も
ら
う
も
の

で
す
。
こ
の
届
け
出
は
、
引
き
続

き
手
当
を
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
決
め
る
大
切
な
も
の
で
す
。

　
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
資
格
が

あ
っ
て
も
「
現
況
届
」
を
提
出
し

な
い
と
、
六
月
分
か
ら
の
手
当
を

受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
熟
、
｝

注
血
息
く
だ
さ
い
。

※

　
法
の
改
正
で
二
人
目
の
お
チ

　
　
さ
ん
も
対
象
に

　
今
年
の
六
月
一
日
か
ら
、
児
童

手
当
法
が
改
正
さ
れ
、
二
人
目
の

お
子
さ
ん
に
も
手
当
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、

二
人
目
の
お
子
さ
ん
は
昭
和
五
十

九
年
六
月
二
日
以
後
に
生
ま
れ
た

子
供
に
限
ら
れ
ま
す
。

　
現
在
、
児
童
手
当
ま
た
は
特
例

給
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
二
人

目
の
お
子
さ
ん
が
そ
の
対
象
と
な

る
方
は
「
現
況
届
」
の
前
に
「
増

額
改
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
月
額
二
干
五
百
円
の
児

童
手
当
が
増
額
さ
れ
ま
す
。

　
届
出
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す

の
で
忘
れ
ず
に
必
ら
ず
提
出
し
て

く
だ
さ
い
．

こんなに減額されます…、・」”乙

　　　　　　　　　　§奪｛

　　　　　　　　＼　　鵡く64歳

，戴　一噸G〈63歳
藻憂藝￥￥転『〈62歳
　・i灘　灘　　く61歳
　　　　　　音
　　　　　　　　く60歳

　　　　　　　■■■■
水道の水は大切に！

騨こご喫さ㌔、

　
現
代
文
明
は
”
”
水
の
道
”
を
つ

く
り
出
し
ま
し
た
。
陸
地
に
降
っ

た
雨
や
雪
は
、
地
下
水
を
か
ん
養

す
る
ほ
か
、
川
と
な
り
、
こ
れ
ら

が
浄
水
場
に
｝
．
廼
ら
れ
、
安
心
し
て

飲
め
る
水
道
に
な
り
ま
す
。

　
水
道
の
水
は
蛇
口
を
ひ
ね
れ
ば

い
く
ら
で
も
出
て
く
る
も
の
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
、
水
が
大
切

な
時
期
が
や
っ
て
来
ま
す
。

　
水
資
源
に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
節
水
に
心
が
け
、
水
道
の
水
を

大
切
に
使
い
ま
し
よ
う
。

　
水
道
の
漏
水
と
思
わ
れ
る
も
の

を
見
つ
け
ら
れ
た
方
は
、
お
手
数

で
も
役
場
衛
生
係
ま
で
ご
連
絡
下

さ
い
。

’
、
駅
、
一

．
‘
撫
．
．
、
訟

ゆ
．
輪
蕉

聯
∵
盤

野
鳥
集
会
・
探
鳥
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
愛
鳥
家
が
大
集
合

　
．
五
月
二
十
四
H
・
二
十
．
五
日
の

野
鳥
集
会
、
早
朝
の
探
鳥
会
に
町

内
外
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四
十
人
以
L

の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　
二
十
四
日
午
後
、
愛
鳥
漫
画
家

岩
本
久
則
氏
（
日
本
探
烏
の
会
喉

業
部
長
）
を
む
か
え
て
、
講
演
と

映
写
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
の
四
石
本
さ
ん
は
、
ナ
ン
セ

ン
ス
漫
画
を
書
き
な
が
ら
寸
暇
を

さ
い
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に

出
か
け
る
と
い
う
。
多
く
の
人
か

ら
鳥
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

や
さ
し
い
心
で
野
鳥
に
接
っ
し
て

も
ら
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
二
卜
．
五
H
の
探
鳥
会
は
、
朝
四

時
半
か
ら
松
口
の
美
人
林
で
中
島

公
先
生
を
講
師
に
行
わ
れ
、
．
雨
上

が
り
の
林
の
中
、
で
、
ノ
、
シ
コ
・
イ

カ
ル
・
サ
シ
、
バ
な
ど
三
十
し
種
類

の
野
烏
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
も
開
発
が
進
み
、
白
然

の
、
ブ
ナ
林
が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な

っ
て
来
た
よ
う
で
す
。
鳥
達
が
安

心
し
て
住
め
る
環
境
を
残
し
て
や

り
た
い
気
が
し
ま
す
。

　
第
3
0
回

　
　
東
頸
メ
ー
デ
ー

　
　
松
之
山
町
で
開
催

第
3
0
回
束
頸
メ
ー
デ
ー
大
会
が

松
之
山
町
民
体
育
館
を
主
会
場
に

開
催
さ
れ
、
東
頸
城
各
地
よ
り
約

四
〇
〇
人
の
労
働
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
体
育
館
に
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ

ン
な
ど
全
員
で
確
認
し
た
あ
と
、

二
班
に
分
か
れ
、
町
内
を
行
進
し

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

催
繭．

（13）まつのやま

松之山商店街を行進中

講演中の岩本久則氏

道
路
測
量
に
ご
協
力
を

　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す

　
県
で
は
道
路
の
適
．
正
な
管
理
を

図
る
た
め
、
道
路
現
況
図
作
成
の

た
め
の
測
量
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
作
巣
は
、
県
内
全
域
に
わ

た
る
も
の
で
あ
り
、
や
む
を
得
ず

住
民
の
皆
さ
ん
の
L
地
へ
の
立
入

り
が
必
．
要
と
な
る
場
八
・
が
あ
り
ま

す
．　

そ
の
際
は
、
身
分
証
を
携
帯
し

た
測
量
し
が
伺
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

入
札
結
果
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耕　越耕　越耕一・一越耕
1也　　　1也　1也　　　∫也　1也　　’1也　1也

災一区災二区災一一区災
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了夏O　　　復O　　　　夏O　　　復
IH　ノ∫　　　旧　ノ∫　　　IH　ノ∫　　　旧

川　円　　　ノk　II∫　　道円　　　」並

　
（
．
天
水
越
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
七
九
〇
万
円

▽
産
第
．
五
号
　
地
す
べ
り
関
連
工

　
事
　
　
（
中
．
坪
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
六
〇
万
円

▽
産
第
六
号
　
地
す
、
べ
り
関
連
工

事
　
（
狐
塚
地
区
）

　
高
橋
組
　
　
　
一
、
几
O
O
万
円

▽
建
第
二
・
、
与
　
特
改
四
種
（
舗
装
V

　
松
口
・
松
之
山
線
　
　
（
光
朋
）

　
上
越
舗
道
　
　
　
ん
．
五
〇
万
円

▽
建
第
三
ロ
ゲ
　
舗
装
新
設
工
事

L
川
手
線
　
（
坂
下
）

福
川
道
路
一
、
〇
二
〇
万
円
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警察官A（大卒）募集！

　新潟県警察では、郷土の治安を守る男子警察官

　を募集中です。

1．受付期間

　5月29日（潤～7月21日（月）まで

2、受験資格

　（1）昭34。4．2～昭40．4．1までに生まれた

　　男子

　（2）学校教育法による大学（短期を除く）卒業し

　　た者、又は昭62．3．31までに卒業する見知

　　みの者。

3、採用予定日

　　昭和62年4月1日

　詳しくは、安塚警察署（電話2－3121）又は、

最寄りの駐在所へ

松之山駐在所　松木巡査部長

こ
よ
み

▼
五
月
の
で
き
ご
と

N
T
T
よ
り

電
話
が

　
か
か
ら
な
い
と
き
は

◎
ま
ず
点
検
、
そ
し
て
局
番
な
し

　
で
二
三
番
へ
修
理
を
ご
依
頼

　
く
だ
さ
い
。

▽
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
、
次
の

　
事
．

○
受
話
器
は
は
ず
れ
て
い
ま
せ
ん

　
か
？

○
コ
ン
セ
ン
ト
が
抜
け
て
い
ま
せ

　
ん
か
？

○
電
話
機
が
壊
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
受
話
器
を
と
っ
て
も
発
信
音
が

で
て
こ
な
い
。

○
発
信
は
で
き
て
も
受
信
が
で
き

　
な
い
。

○
雑
音
が
人
っ
て
話
が
で
き
な
い
。

▽
も
し
も
災
害
が
発
生
し
た
ら

o
被
災
地
の
様
子
は
、
ひ
と
ま
ず

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
確
か
め
て
．

O
混
み
あ
い
ま
す
か
ら
、
話
は
手

　
短
に
．

○
緊
急
の
連
絡
は
緑
・
黄
・
占
の

　
公
衆
電
話
か
ら
優
先
的
に
か
か

　
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
い
た
ず
ら
・
い
や
が
ら
せ
電
話

　
な
ど
で
困
っ
て
い
る
方
は
、
ご

　
遠
慮
な
く
、
近
く
の
電
話
局
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　戸一　　、＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、急ご

い＿．態 ．．一」

豪
雪
対
策
本
部
解
散

遺
族
会
代
議
貝
会

、
、
・
二
ト
マ
ト
栽
培
研
修
会

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

観
光
協
会
総
会

体
協
理
事
会
・
評
議
貝
会

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

（
侶
日
ま
で
）

民
生
委
員
協
議
会

郡
体
育
指
導
員
研
修
会

野
鳥
集
会

探
烏
会

早
朝
野
球
開
会
式

農
業
委
員
会
総
会

森
林
組
合
総
会

郡
民
生
委
員
協
議
会
総
会

大
厳
芋
牧
場
開
牧
式

県
野
鳥
保
護
の
集
い

探
鳥
会

議
会
総
民
委
員
会

議
会
建
設
委
貝
会

（
1
4
ロ
ま
で
）

議
会
産
経
委
貝
会

免
許
証
史
新
手
続
き

（
松
代
総
合
セ
ン
タ
；
）

町
総
合
検
診
（
28
H
ま
で
）

30

日
　
議
会
定
例
会
（
1
日
ま
で

　
　
予
定
）
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松
之
山
に
も
い
い
季
節
が
や
っ

て
来
ま
し
た
．
湯
山
の
大
樫
も
厳

し
い
風
中
、
に
耐
え
、
ワ
イ
ヤ
ー
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
も
緑
い
っ
ぱ
い

の
若
葉
を
茂
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
六
月
の
メ
イ
ン
は
総
合

検
診
。
め
ん
ど
う
が
ら
ず
に
受
け

て
く
だ
さ
い
。
今
の
世
の
中
、
健

康
だ
け
が
頼
り
で
す
．
今
年
は
各

ガ
ン
検
診
も
是
非
受
診
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
早
朝
野
球
が
始
ま
っ
て
ま
す
。

見
学
す
る
人
い
ま
せ
ん
か
あ
～
。

広
報
ま
つ
の
や
ま
8
6
年
6
月
号
ロ
毎
月
－
回
m
H
発
行

・
発
行
宙
意
町
葛
－
－
－
－
泊
墾
／
調
会
陣
鵬
哩

広報

　
　
　
　
　
●

震盛
冒
～

璽
馬
闘
・

環
．

・
．
4
可
メ

舞
禽
」

曳
艦
鰻
、蛋．

“
6
鴫
、

餐

　う示

ク
、が

く爵、・

移
・
、

ノ
位
だ
！

　　　　19867月号（N、125）

□女2，205人（一1）□世帯数1，258戸（＋3）

　争　　　　　〆〆皿

松之山小学校運動会
胤

7月1目現在　口総人口4，298人（±0）□男2，093人（＋

（　）内は6月1日との比較


